
2024年度第３回日本包装専士会理事会議事録 

2024年 11月 14日 

事務局作成 

日 時：2024年 11月 11日（月）18：10～19：10 

会 場：中央区京橋区民館にて Hybrid 開催 （Zoom 関西委員会） 

＜出席状況：敬称略、順不同＞ 

会場出席 ：嶋、渡辺、下村、及川、島田、橋本、高橋、小林（義）、小林（浩）、堤、 （10名） 

Zoom出席：今田、中村、北島、友滝、﨑尾、野田、中山、岡、清水、 （9名） 

欠席（委任）：平田、竹内、成田、高畑、山本、小谷 （6名） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議   事：議事進行は前回に引き続き事務局今田が進行 

＜嶋会長より＞ 

１０月２３-２５日の TOKYO PACK 2024への出展、お疲れ様でした。 

  ２０２５年包装界賀詞交歓会は東京會舘で開催される。１月８日１２時-１４時。参加費は１１,０００円、事前振込

になる。（当日は現金を扱わない）  

  ※次回理事会は 2025年 1月 21日（第 3火曜日）・・・・・・事務局より     

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

（１）2024年度委員会活動状況報告 （2024.9.～2024.11.） 

【情報委員会】  

（公社）日本包装技術協会発行「包装技術」専士会ページの原稿手配。10、11月号発刊済み。 

12月号 JPIへ入稿済。（11、12月号は本会議 PPTに掲載） 

【関西委員会】    

・2024年度理事会開催予定：第２回理事会 11/27(水)、 会場：大阪市立青少年センター Hybrid 

                   第３回理事会 2/19（水）は日程変更予定 

・ミニセミナー： 11/27 講師：今田克己  「食品接触包材の安全性」～サーキュラーエコノミーを進めるために 

・見学会：    9／27 （株）エフピコ西宮工場見学実施済。  

【セミナー委員会】  

  ・9－11月は特に活動なし。 

・2025年度は TOKYO PACKが開催されない年度。企画を考えて、計画を進める。 

 ⇒「フツウ」の Workshop 等の内容でいいので定期的に継続することが良いと思う。（事務局意見） 

【情報システム委員会】 

・「活動内容」の図を 2024年度版に差し替えた。アンサングから請求書受領。11,000円（税込）。 

・「会員専用」のページを個人活動が投稿できる（「お知らせ」と同じような）レイアウトに改造を提案。 

見積 66,000円（税込）。11/27関西で内容を確認、今年度の予算残等をみて進め方を考える。（事務局） 

変更作業は 1－2週間程度。 

【展示委員会】 

 TOKYO PACK 2024 （10/21ー10/23）での専士会展示ブースの準備と当日の運営、管理。 

 パネルを照らすランプが少なく、パネルが読みづらかったので、次回は JPIに増やすことを要望する。 

目安は A0サイズであれば、1パネルに 1 ランプ設置。 

  ・来訪者数は多かったように思うが、ごく一部しかカウントしていなかったので、次回に向けて来場者を把握 

できるツールを検討する。（AIやカメラ等） 



  ・歴史年表のデータの精度が低いので、元データの復活や新規画像への入替え、および、他パネルの修正を 

1年かけて行っていく。 

 

【未来包装研究委員会】 

 TOKYO PACK 2024では「未来包装」のパネル 7枚の作成と「コラボセミナー」の企画、当日の進め方に議論、打

合せを繰り返し行ない、成果をあげた。 

 島田委員長の現業定年退職にともない、北島氏を次期委員長として準備している。委員会での承認を経て、次

回理事会にて報告する予定である。 

 ・未来包装パネルについては内容の講演を 1時間程度で開催できるよう、企画を進める。また、専士会限定, 

期間限定で閲覧できる手段を検討していく。（HPの会員専用ページの活用等） 

 ・コラボセミナーは過去 2回に比べて，かなり盛り上がり、充実した結果となったように思う。ビデオも期間限定で 

専士会員に観ていただけるようにしたい。情報システム委員会の知恵を借りて進める。HPの専士会員専用 

ページから YouTubeへリンクさせる等が考えられる。まずはビデオを DVDにコピーし、情報システム委員会に 

渡すことから始める。 

 

（２）2025年度専士会の運営について 【事務局】 

 ①事務局会計業務が多岐にわたり、頻度も多いので業務移管も含めて検討していく。現状業務の明確化を 

行った（別添 PPT資料）ので、合理化・業務の分散化等を進めていきたい。 

会計業務には所属会社の理解、助力が欠かせないので、実務的には難易度が高いと予想される。（意見） 

  また、コロナ禍が通常化し、対面の活動が増え、事務局長（在関西）のロケーション上の制約もあるので、交代

を含めた事務局体制を機能強化及び合理化を行い、各委員会とのより良い連携を検討する。 

 ②専士会理事会役員の増強（新理事のリクルート） 

   候補案：松井幸一郎氏（オハヨー乳業） 

          宮川 匠氏（東洋インキ）～2024年度専士講座を受講中 

 ③2025年度理事会の機能について 

  ５月の総会をにらんで、３月の理事会で最終確認をしていきたいので、意見を募集したい。 

  現状の状況を PPTに掲載したので各委員で検討しておいていただきたい。 

  添付資料： 専士会運営組織図（2024年度） 

          専士会業務分担（2024年度） 

          役員・理事名簿（2024年度） 

          2024年度新入会員名簿（ご参考） 

 

（３）JPI「包装技術」掲載実績＆計画 【情報委員会】 

  掲載実績：１１月号・・・「関西委員会～（株）エフピコ西宮選抜センター見学」 

         １２月号・・・「専士会 TOKYO PACK 2024 報告（１）～コラボセミナー 未来包装研究委員会 

  １２（済）、１，２月号で TOKYO PACK 2024の結果報告を掲載していく。 

       １月号 ：展示委員会 ・・・・・・１１月２５日原稿〆 

       ２月号 ：未来包装研究委員会・・・・・・１２月２５日原稿〆  

     以上 


